
平成 23年 3月10日

1 災害に強く豊かな環境を育む安全・安心な地域づくり

平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 川崎市

（H22当初） （H24末） （H26末）
改修計画を策定した流域における、50mm/hr降雨（1/3年）に対する浸水が想定される区域内の家屋数。

改修計画を策定した流域における、50mm/hr降雨（1/3年）に対する浸水が想定される面積。

A　河川事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業及び 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 施設種別 H22 H23 H24 H25 H26

1-A-1 河川 一般 川崎市 直接 - 都市基盤１ 改修 平瀬川都市基盤河川改修事業 川崎市 1,089

1-A-2 河川 一般 川崎市 直接 - 都市基盤１ 改修 川崎市 1,141

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

小計（河川事業） 2,230

番号 事業 地域 交付 直接 事業及び 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 施設種別 H22 H23 H24 H25 H26

・・

・・

・・

・・

小計

合計

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

・・

合計

番号 備考

         浸水被害対策を実施する地域において、時間雨量50mm降雨に対する治水安全度の確保を図ることにより、浸水が想定される区域内の家屋数および、面積を減少させる。

社会資本総合整備計画（水の安全・安心基盤整備）
計画の名称

交付対象
計画の目標
計画の期間

　　計画の成果目標（定量的指標）

都市化が進展し、河川はんらん域における人口・資産の集積化が進む本市において、市民を洪水や浸水の被害から守るため、時間降雨量50mm相当の降雨に対する治水安全度の確保を図る。
併せて、景観に配慮した川づくりにより都市環境の向上と良好な水辺空間の形成を図る。

　　定量的指標の定義及び算定式

事業実施期間（年度）

当初現況値

効果促進事業費の割合

定量的指標の現況値及び目標値

事業内容

省略
工種

全体事業費

備考

事業者

事業者

交付対象事業

要素となる事業名

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

２，２３０百万円

全体事業費
（百万円）

２，２３０百万円

全体事業費
（百万円）

事業内容

最終目標値中間目標値

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

市町村名

市町村名

5,568戸 5,558戸

事業者

省略
工種

Ｃ

護岸、橋梁、用地買収

ＢＡ

トンネル工、函体工

全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

番号
省略
工種

市町村名要素となる事業名 事業内容

5,543戸

258.96ha 258.06ha 256.76ha

要素となる事業名

二ヶ領本川（五反田川放水路）都市基盤河川改修事業



Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

・

・

・

・

・

・

合計

番号 備考一体的に実施することにより期待される効果

工種

省略
事業者番号 事業内容 市町村名

全体事業費
（百万円）要素となる事業名



（参考図面）水の安全・安心基盤整備

計画の名称 1 災害に強く豊かな環境を育む安全・安心な地域づくり

計画の期間 平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 川崎市交付対象

東　京　都

多　摩　川

鶴見川

横　浜　市鶴見川
町　田　市

府　中　市

稲　城　市

真光寺川 早野川

真福寺川

片平川

麻生川

三沢川

旧三沢川山下川
二ヶ領本川

二ヶ領本川

（上河原線）
二ヶ領用水

（宿河原線）

平瀬川

平瀬川支川
五反田川

円筒分水 二ヶ領用水

（円筒分水下流）

江川

矢上川

有馬川

渋川

東京湾

川崎港

Ｎ

一級河川（国管理）

一級河川（県管理）

一級河川（県管理・市施工）

準用河川（市管理）
普通河川（市管理）

区　　　界

凡　　例

1-A-2  二ヶ領本川（五反田川放水路）都市基盤河川改修事業

1-A-1　平瀬川都市基盤河川改修事業


